














The Relationship Between Agency Model and Management 
Information Theory 




















































 ① 情報システム論 
 ② 経営組織論 
 ③ 意思決定論 






















































































































 3-2 具体的なモデルについて 
 以下、“情報”というキーワードを軸に、松村他（2004）で用いている分析モデル
における変数、関数等を順に説明していく。 



































の効用関数を )~(xU としたとき（ x~は確率変数）、絶対リスク回避度が一定、つまり
)(/ constrUU =′′′− となるならば、 )~(xU の確実同値額は、期待効用から分散の定数倍





















  s：業績給の配分係数 )10( << s  
 エージェントのあげた成果のうちsをエージェントが得て、残りの s−1 をプリンシ
パルが得る。 
 f ：固定給 












  2/222 σprsR = ：リスク関数 
 エージェントのリスクに関する金銭的不効用をリスク関数として表している。平均
－分散アプローチを用いると、エージェントの得る金銭の分散は、 2/222 σprs という
ものになり、著者らはこの定数倍をリスク関数としている。 
  2m ：動機付けコスト 
  m：内発的動機付けの強さ 






  MPS（motivating potential scale） 

































2)()1( mfOEsP −−−= ：プリンシパルの効用関数 
 プリンシパルの効用関数と意思決定変数には、プリンシパルの発するシグナルが表
現されているとも考えられる。 
  Rf)O(sEM −+= ：エージェントの金銭的効用関数 
 エージェントの金銭的効用は、業績給と固定給の線形和からリスクを引いたものと
して表現される。 
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